
か
ぐ
や
姫
の
生
ひ
立
ち

要
旨

　
竹
取
の
翁
が
、
あ
る
日
竹
の
中
に
小
さ
な
女
の
子
を
見
つ
け
た
。
少
女
は
翁
夫
婦
に
養
わ
れ
て
す
く
す
く
と
育
ち
、
三
か
月
く
ら
い
す
る
う
ち
に
美
し
い
一
人
前

の
女
性
と
な
っ
て
、
世
の
男
た
ち
か
ら
求
婚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

構
成

段
　
落

ペ
　
ー
　
ジ
　
・
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
段

意
　
　
　
　
　
　
　
　

第
　
一

初
め
〜

Ｐ
四
六
・
８
〈
籠
に
入
れ
て
養
ふ
。〉

　
竹
取
の
翁
が
、
光
る
竹
の
中
に
小
さ
な
女
の
子
を
見
つ
け
、
家
へ
連
れ
帰
っ
て
育
て
た
。

第
　
二

Ｐ
四
六
・
９
〈
竹
取
の
翁
〉
〜

Ｐ
四
六
・
10
〈
豊
か
に
な
り
ゆ
く
。〉

　
こ
の
少
女
を
見
つ
け
て
か
ら
、
翁
が
竹
を
取
る
と
、
黄
金
こ
が
ね

の
つ
ま
っ
た
竹
が
見
つ
か
る
よ
う
に
な
り
、
翁

は
し
だ
い
に
裕
福
に
な
っ
て
い
っ
た
。

第
　
三

Ｐ
四
七
・
１
〈
こ
の
児
〉
〜

Ｐ
四
七
・
８
〈
腹
立
た
し
き
こ
と
も
慰

み
け
り
。〉

　
少
女
は
成
長
し
、
三
か
月
で
一
人
前
の
女
性
に
な
っ
た
の
で
、
翁
は
、
姫
君
の
髪
上
げ
・
裳も

着ぎ

（
成
人

式
）
を
し
た
。
姫
君
の
美
し
さ
は
光
り
輝
き
、
翁
は
苦
し
い
と
き
も
腹
立
た
し
い
と
き
も
、
慰
め
ら
れ
た
。

第
　
四

Ｐ
四
七
・
９
〈
翁
、
竹
を
取
る
こ
と
〉

〜
終
わ
り

　
姫
君
が
成
人
し
た
の
で
、
翁
は
命
名
式
を
行
い
、
な
よ
竹
の
か
ぐ
や
姫
と
名
付
け
た
。
多
く
の
客
を
招
い

て
宴
会
を
催
し
た
と
こ
ろ
、
世
の
全
て
の
男
た
ち
は
う
わ
さ
に
聞
い
て
、
妻
に
し
た
い
と
心
を
乱
し
た
。
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①
今
と
な
っ
て
は
昔
の
こ
と
だ
が
、
竹
取

の
翁
と
い
う
者
が
い
た
。
②
野
山
に
分
け
入

っ
て
竹
を
取
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

使
っ
て
い
た
。
③
名
前
を
讃
岐
の
造
と
い
っ

た
。
④
そ
の
竹
の
中
に
、
根
元
が
光
る
竹
が

一
本
あ
っ
た
。
⑤
不
思
議
に
思
っ
て
近
寄
っ

て
見
る
と
、
筒
の
中
が
光
っ
て
い
る
。
⑥
そ

れ
を
見
る
と
、
三
寸
く
ら
い
の
人
が
、
実
に

か
わ
い
ら
し
い
様
子
で
座
っ
て
い
る
。
⑦
翁

が
、
言
う
こ
と
に
は
、「
私
が
朝
夕
い
つ
も

見
る
竹
の
中
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
、
分

か
っ
た
。
子
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
は
ず
の
人

で
あ
る
よ
う
だ
。」
と
言
っ
て
、
手
の
中
に

ひ
ょ
い
と
入
れ
て
、
家
へ
持
っ
て
来
た
。
⑧

妻
の
嫗
に
任
せ
て
育
て
さ
せ
る
。
⑨
か
わ
い

ら
し
い
こ
と
は
こ
の
上
も
な
い
。
⑩
実
に
小

さ
い
の
で
、
籠
に
入
れ
て
育
て
る
。

品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
①
今い
ま

　
は係助

・
区
別
　
昔む
か
し、　

竹た
け

取と
り

の
翁お
き
な

　
と格助

・
引
用
　
い
ふ

ハ
四
・
体
　
者も
の

　
あ
り

ラ
変
・
用
　
け
り
。

過
・
終

　
②
野の

山や
ま

　
に格助

・
場
所

ま
じ
り

ラ
四
・
用

　
て接助

・
単
接
　
竹た
け

　
を格助

・
対
象
　
取と

り
ラ
四
・
用
　
つ
つ
、

接
助
・
反
復
　
よ
ろ
づ
　
の格助

・
体
修
　
こ
と
　
に格助

・
目
的
　
使つ
か

ひ
ハ
四
・
用

け
り
。

過
・
終

　
③
名な

　
を
ば

連
語（

格
助
・
対
象
゛
係
助
・
強
意）

　
讃
岐
さ
ぬ
き

の
造
み
や
つ
こ　

と格助
・
引
用
　
な
む

係
助
・
強
意（

係）

　
い
ひ

ハ
四
・
用
　
け
る
。

過
・
体（

結）

　
④

そ代
　
の格助

・
体
修
　
竹た
け

　
の格助

・
体
修
　
中な
か

　
に
、

格
助
・
場
所
　
も
と
　
光ひ
か

る
ラ
四
・
体
　
竹た
け

　
な
む

係
助
・
強
意（

係）

　
一ひ
と

筋す
ぢ

　
あ
り

ラ
変
・
用

け
る
。

過
・
体（

結）

　
⑤
あ
や
し
が
り

ラ
四
・
用

　
て接助

・
単
接
　
寄よ

り
ラ
四
・
用
　
て接助

・
単
接
　
見み

る
マ
上
一
・
体
　
に
、

接
助
・
単
接
　
筒つ
つ

　
の格助

・
体
修
　
中な
か

光ひ
か

り
ラ
四
・
用
　
た
り
。

存
・
終

　
⑥
そ
れ

代

　
を格助

・
対
象
　
見み

れ
マ
上
一
・
已
　
ば
、

接
助
・
順
偶
　
三さ
ん

寸ず
ん

　
ば
か
り

副
助
・
程
度

　
な
る

断
・
体

　
人ひ
と

、　
い
と

副

う
つ
く
し
う

形
シ
ク
・
用（

ウ
音）

　
て接助

・
単
接
　
ゐワ上

一
・
用
　
た
り
。

存
・
終

　
⑦
翁お
き
な、　

言い

ふ
ハ
四
・
体
　
や
う
、　「
わ代
　
が格助

・
主
格
　
朝あ
さ

ご
と

夕ゆ
ふ

ご
と
　
に格助

・
時
間
　
見み

る
マ
上
一
・
体
　
竹た
け

　
の格助

・
体
修
　
中な
か

　
に格助

・
場
所
　
お
は
す
る

サ
変
・
体（

尊）

翁
↓
か
ぐ
や
姫
　
に
て
、

格
助
・
理
由
　
知し

り
ラ
四
・
用

ぬ
。

完
・
終
　
子こ

　
に格助

・
変
化
　
な
り

ラ
四
・
用
　
給た
ま

ふ
補
動
・
ハ
四
・
終（

尊）

翁
↓
か
ぐ
や
姫
　
べ
き

当
・
体

　
人ひ
と

　
な断・

体（

撥
音）

　
め
り
。」

定
・
終

　
と
て
、

格
助
・
引
用

手て

　
に格助

・
場
所
　
う
ち
入い

れ

ラ
下
二
・
用

　
て
、

接
助
・
単
接
　
家い
へ

　
へ格助

・
方
向
　
持も

ち
タ
四
・
用
　
て接助

・
単
接
　
来きカ

変
・
用
　
ぬ
。

完
・
終
　
⑧
妻め

の格助
・
体
修
　
嫗お
う
な

　
に格助

・
対
象
　
預あ
づ

け
カ
下
二
・
用
　
て接助

・
単
接
　
養や
し
なは

ハ
四
・
未
　
す
。

使
・
終
　
⑨
う
つ
く
し
き

形
シ
ク
・
体

　
こ
と
　
限か
ぎ

り
な
し
。

形
ク
・
終
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⑪
竹
取
の
翁
が
、
竹
を
取
る
と
き
に
、
こ

の
子
を
見
つ
け
て
以
後
に
竹
を
取
る
と
、
節

と
節
の
間
の
空
洞
の
一
つ
一
つ
に
、
黄
金
が

あ
る
竹
を
見
つ
け
る
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
。

⑫
こ
う
し
て
、
翁
は
、
だ
ん
だ
ん
と
裕
福
に

な
っ
て
ゆ
く
。

　
⑬
こ
の
幼
子
は
、
育
て
る
う
ち
に
、
ぐ
ん

ぐ
ん
と
大
き
く
成
長
し
て
ゆ
く
。
⑭
三
か
月

く
ら
い
に
な
る
頃
に
、
一
人
前
の
大
き
さ
の

人
に
な
っ
た
の
で
、
髪
上
げ
な
ど
の
こ
と
を

さ
ま
ざ
ま
に
準
備
し
て
、
髪
を
結
い
上
げ
さ

せ
、
裳
を
着
せ
る
。
⑮
帳
の
中
か
ら
も
出
さ

ず
に
、
大
切
に
か
し
ず
き
育
て
る
。
⑯
こ
の

幼
子
の
顔
だ
ち
は
、
清
ら
か
で
美
し
い
こ
と

こ
の
上
も
な
く
、
家
の
中
は
暗
い
所
が
な
く

光
が
満
ち
て
い
る
。
⑰
翁
は
、
気
分
が
悪
く

苦
し
い
と
き
で
も
、
こ
の
子
を
見
る
と
必
ず
、

苦
し
い
こ
と
も
治
ま
っ
て
し
ま
う
。
⑱
腹
が

立
つ
よ
う
な
こ
と
で
も
心
が
静
ま
っ
た
。

⑩
い
と

副

　
幼を
さ
なけ

れ

形
ク
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　
籠こ

　
に格助

・
場
所
　
入い

れ
ラ
下
二
・
用
　
て接助

・
単
接
　
養や
し
なふ

。

ハ
四
・
終

　
⑪
竹た
け

取と
り

の
翁お
き
な、　

竹た
け

　
を格助

・
対
象
　
取と

る
ラ
四
・
体
　
に
、

格
助
・
時
間
　
こ代
　
の格助

・
体
修
　
子こ

　
を格助

・
対
象
　
見み

つ
け

カ
下
二
・
用

て接助
・
単
接
　
の
ち
　
に格助

・
時
間
　
竹た
け

　
取と

る
ラ
四
・
体
　
に
、

接
助
・
単
接
　
節ふ
し

　
を格助

・
対
象
　
隔へ
だ

て
タ
下
二
・
用
　
て接助

・
単
接
　
よ
ご
と

に
、

格
助
・
場
所
　
黄こ

金が
ね

　
あ
る

ラ
変
・
体
　
竹た
け

　
を格助

・
対
象
　
見み

つ
く
る

カ
下
二
・
体

　
こ
と
　
重か
さ

な
り

ラ
四
・
用

　
ぬ
。

完
・
終
　
⑫
か
く
て

接

、　
翁お
き
な、

や
う
や
う

副

　
豊ゆ
た

か
に

形
動
ナ
リ
・
用
　
な
り
ゆ
く
。

カ
四
・
終

　
⑬
こ代
　
の格助

・
体
修
　
児ち
ご

、　
養や
し
なふ

ハ
四
・
体
　
ほ
ど
　
に
、

格
助
・
時
間
　
す
く
す
く
と

副

　
大お
ほ

き
に

形
動
ナ
リ
・
用
　
な
り
ま
さ
る
。

ラ
四
・
終

⑭
三み

月つ
き

　
ば
か
り

副
助
・
程
度

　
に格助

・
変
化
　
な
る

ラ
四
・
体
　
ほ
ど
　
に
、

格
助
・
時
間
　
よ
き

形
ク
・
体
　
ほ
ど
　
な
る

断
・
体

　
人ひ
と

　
に格助

・
変
化

な
り

ラ
四
・
用
　
ぬ
れ

完
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　
髪か
み

上あ

げ
　
な
ど

副
助
・
例
示
　
さ
う
し

サ
変
・
用

　
て
、

接
助
・
単
接
　
髪か
み

　
上あ

げ
ガ
下
二
・
未
　
さ
せ
、

使
・
用

　
裳も

着き

す
。

サ
下
二
・
終
　
⑮
帳ち
や
う

　
の格助

・
体
修
　
う
ち
　
よ
り

格
助
・
起
点
　
も係助

・
同
類
　
出い

だ
さ

サ
四
・
未

　
ず
、

打
・
用
　
い
つ
き

カ
四
・
用

　
養や
し
なふ

。

ハ
四
・
終

　
⑯
こ代

の格助
・
体
修
　
児ち
ご

　
の格助

・
体
修
　
か
た
ち
、　
け
う
ら
な
る

形
動
ナ
リ
・
体

　
こ
と
　
世よ

　
に格助

・
場
所
　
な
く
、

形
ク
・
用

　
屋や

　
の格助

・
体
修

う
ち
　
は係助

・
区
別
　
暗く
ら

き
形
ク
・
体
　
所と
こ
ろ

　
な
く

形
ク
・
用
　
光ひ
か
り

　
満
ち

タ
四
・
用
　
た
り
。

存
・
終

　
⑰
翁お
き
な、　

心こ
こ

地ち

　
悪あ

し
く

形
シ
ク
・
用

　
苦く
る

し
き

形
シ
ク
・
体

と
き
　
も
、

係
助
・
同
類
　
こ代
　
の格助

・
体
修
　
子こ

　
を格助

・
対
象
　
見み

れ
マ
上
一
・
已
　
ば
、

接
助
・
順
恒
　
苦く
る

し
き

形
シ
ク
・
体

　
こ
と
　
も係助

・
列
挙
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⑲
翁
は
、（
黄
金
の
入
っ
た
）
竹
を
取
る

こ
と
が
長
く
続
い
た
。
⑳
富
裕
で
勢
力
の
あ

る
者
に
な
っ
て
い
っ
た
。
㉑
こ
の
子
は
た
い

そ
う
大
き
く
な
っ
た
の
で
、
名
前
を
、
御
室

戸
斎
部
の
秋
田
を
招
い
て
、
付
け
さ
せ
る
。

㉒
秋
田
は
、
な
よ
竹
の
か
ぐ
や
姫
と
付
け
た
。

㉓
こ
の
と
き
三
日
間
、
宴
会
を
開
き
音
楽
を

奏
で
て
楽
し
む
。
㉔
さ
ま
ざ
ま
な
歌
舞
音
曲

を
演
奏
し
て
楽
し
ん
だ
。
㉕
男
は
誰
で
も
構

わ
ず
招
き
集
め
て
、
た
い
そ
う
盛
大
に
管
弦

の
宴
を
催
す
。
㉖
こ
の
世
の
男
は
、
身
分
の

高
い
者
も
低
い
者
も
、
何
と
か
し
て
こ
の
か

ぐ
や
姫
を
妻
に
し
た
い
、
会
い
た
い
と
、
う

わ
さ
を
聞
き
、
恋
い
慕
っ
て
心
が
乱
れ
る
。

や
み

マ
四
・
用
　
ぬ
。

完
・
終
　
⑱
腹は
ら

立だ

た
し
き

形
シ
ク
・
体

　
こ
と
　
も係助

・
列
挙
　
慰な
ぐ
さみ

マ
四
・
用
　
け
り
。

過
・
終

　
⑲
翁お
き
な、　

竹た
け

　
を格助

・
対
象
　
取と

る
ラ
四
・
体
　
こ
と
　
久ひ
さ

し
く

形
シ
ク
・
用

　
な
り

ラ
四
・
用
　
ぬ
。

完
・
終
　
⑳
勢い
き
ほひ

　
猛ま
う

形
動
ナ
リ
・
語
幹
　
の格助

・
体
修

者も
の

　
に格助

・
変
化
　
な
り

ラ
四
・
用
　
に完・

用
　
け
り
。

過
・
終

　
㉑
こ代
　
の格助

・
体
修
　
子こ

　
い
と

副

　
大お
ほ

き
に

形
動
ナ
リ
・
用
　
な
り

ラ
四
・
用
　
ぬ
れ

完
・
已

ば
、

接
助
・
順
理
　
名な

　
を
、

格
助
・
対
象
　
御み

室む
ろ

戸と

斎い
ん

部べ

の
秋あ
き

田た

　
を格助

・
対
象
　
呼よ

び
バ
四
・
用
　
て
、

接
助
・
単
接
　
付つ

け
カ
下
二
・
未
　
さ
す
。

使
・
終

㉒
秋あ
き

田た

、　
な
よ
竹た
け

の
か
ぐ
や
姫ひ
め

　
と格助

・
引
用
　
付つ

け
カ
下
二
・
用
　
つ
。

完
・
終
　
㉓
こ代
　
の格助

・
体
修
　
ほ
ど
　
三み

日か

、

う
ち
あ
げ

ガ
下
二
・
用

　
遊あ
そ

ぶ
。

バ
四
・
終

　
㉔
よ
ろ
づ
　
の格助

・
体
修
　
遊あ
そ

び
　
を格助

・
対
象
　
ぞ係助

・
強
意（

係）

　
しサ変

・
用
　
け
る
。

過
・
体（

結）

㉕
男を
と
こ

　
は係助

・
区
別
　
う
け
き
ら
は

ハ
四
・
未

　
ず打・

用
　
呼よ

び
集つ
ど

へ

ハ
下
二
・
用

　
て
、

接
助
・
単
接
　
い
と

副

　
か
し
こ
く

形
ク
・
用

　
遊あ
そ

ぶ
。

バ
四
・
終

　
㉖
世せ

界か
い

　
の格助

・
体
修
　
を
の
こ
、　
あ
て
な
る

形
動
ナ
リ
・
体

　
も係助

・
列
挙
　
い
や
し
き

形
シ
ク
・
体

　
も
、

係
助
・
列
挙
　
い
か
で

副

　
こ代
　
の格助

・
体
修

か
ぐ
や
姫ひ
め

　
を格助

・
対
象
　
得えア

下
二
・
用
　
て
し
が
な
、

終
助
・
自
願

　
見みマ

上
一
・
用
　
て
し
が
な

終
助
・
自
願

　
と
、

格
助
・
引
用
　
音お
と

　
に格助

・
手
段

聞き

き
、

カ
四
・
用

　
め
で

ダ
下
二
・
用
　
て接助

・
単
接
　
惑ま
ど

ふ
。

ハ
四
・
終
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学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

導
入
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
「
竹
取
物
語
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
。
知
技
⑵
イ

❷
「
竹
取
物
語
」
の
全
体
の
構
成
・
展
開
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

❶
幼
い
頃
に
聞
い
た
か
ぐ
や
姫
の
話
の
内
容
を
発
表
さ
せ
、
黒
板
に
整
理
す

る
。

　【
評
価
】
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
作
品
や
文
章
の
歴
史
的
・
文

化
的
背
景
な
ど
を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

❷
❶
で
整
理
し
た
内
容
を
使
い
、
誕
生
・
求
婚
・
昇
天
の
三
部
構
成
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
解
説
す
る
。

展
開
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
「
か
ぐ
や
姫
の
生
ひ
立
ち
」
を
音
読
す
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

❷
教
師
の
範
読
を
聞
き
な
が
ら
、
大
意
を
押
さ
え
、
解
釈
が
難
し
い
部

分
を
指
摘
す
る
。
知
技
⑴
エ

❸
古
語
の
意
味
・
用
法
、
文
法
事
項
に
注
意
し
な
が
ら
、
現
代
語
訳
す

る
。（「
古
文
を
読
む
た
め
に
５
」
を
参
照
す
る
）
知
技
⑴
ウ
オ
・
⑵
ウ

↓
「
言
葉
と
表
現
」
１

❹
当
時
の
風
俗
・
習
慣
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
エ

❺
か
ぐ
や
姫
が
普
通
の
人
間
と
異
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
指
摘
す
る
。
思

判
表
Ｂ
⑴
ア

↓
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１

❻
翁
の
か
ぐ
や
姫
に
対
す
る
行
動
、
か
ぐ
や
姫
の
様
子
を
現
代
語
訳
を

参
考
に
ま
と
め
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
イ

↓
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
２

❶
指
名
し
て
、
ゆ
っ
く
り
正
確
に
音
読
さ
せ
る
。
学
習
の
最
後
に
も
内
容
を

理
解
し
た
う
え
で
、
ふ
さ
わ
し
い
音
読
を
工
夫
す
る
よ
う
に
指
導
し
、
音

読
さ
せ
る
。

　【
評
価
】「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や

構
成
、
展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
音
読

に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❷
難
解
な
箇
所
は
少
な
い
の
で
、
現
代
語
と
意
味
の
異
な
る
語
（「
ゐ
る
」

「
う
つ
く
し
」「
や
う
や
う
」
な
ど
）
を
指
摘
し
、
古
語
辞
典
な
ど
で
意
味

を
確
認
さ
せ
る
。

　【
評
価
】
文
章
の
意
味
は
、
文
脈
の
中
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
る
か
、
確
認
す
る
。
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❸
助
動
詞
の
意
味
や
、
係
り
結
び
、
形
容
動
詞
の
語
幹
用
法
、
終
助
詞
「
て

し
が
な
」
な
ど
に
注
意
し
て
正
確
に
現
代
語
訳
さ
せ
、
全
体
の
内
容
を
つ

か
ま
せ
る
。「
古
文
を
読
む
た
め
に
５
」
を
参
考
に
し
、
現
代
語
と
意
味

の
異
な
る
語
に
注
意
し
、
助
詞
や
助
動
詞
の
意
味
・
用
法
を
つ
か
み
な
が

ら
、
文
章
を
正
確
に
理
解
で
き
た
か
。
部
分
部
分
を
現
代
語
訳
さ
せ
、
正

確
さ
を
見
極
め
る
。
文
脈
を
た
ど
り
な
が
ら
古
文
を
読
む
力
に
つ
い
て
は
、

主
と
し
て
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
（
小
テ
ス
ト
・
定
期
考
査
）
で
確
認
す
る
。

　【
評
価
】
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら

の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し

て
い
る
か
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

　
⒏
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
表
現
の
技
法
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
る
か
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

　
⒏
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な
文
語
の

き
ま
り
や
、
古
典
特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❹
「
髪
上
げ
」「
裳
着
」
な
ど
の
古
典
特
有
の
風
俗
に
つ
い
て
、
結
婚
を
含

め
た
平
安
時
代
の
貴
族
の
一
生
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　【
評
価
】
作
品
や
文
章
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど
と
の
関
係
を

踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
て
い
る
か
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、

確
認
す
る
。

❺
読
み
取
っ
た
こ
と
を
発
表
さ
せ
、
箇
条
書
き
に
し
て
い
く
。
か
ぐ
や
姫
が

人
間
と
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
翁
の
か
ぐ
や
姫
に
対
す
る
気
持
ち
へ
の

理
解
度
は
発
表
を
求
め
、
そ
の
様
子
で
判
断
す
る
。

　【
評
価
】
か
ぐ
や
姫
の
様
子
に
つ
い
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開
な
ど
に
つ

い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

❻
翁
の
行
動
と
か
ぐ
や
姫
の
様
子
を
二
段
組
に
し
て
表
化
す
る
。
奇
異
な
で

き
ご
と
な
が
ら
、
か
ぐ
や
姫
の
面
倒
を
み
る
こ
と
で
、
裕
福
に
な
っ
た
り
、

心
が
和
ん
だ
り
し
て
い
る
こ
と
を
指
名
に
よ
り
確
認
す
る
。
定
期
考
査
な

ど
に
ま
と
め
の
問
題
と
し
て
織
り
込
ん
で
も
よ
い
。

　【
評
価
】
か
ぐ
や
姫
と
翁
の
様
子
に
つ
い
て
、
作
品
や
文
章
に
表
れ
て
い

る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
捉
え
、
内
容
を
解
釈
し
て
い
る
か
、

確
認
す
る
。

ま
と
め
と
発
展
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
本
文
中
か
ら
過
去
や
完
了
の
意
味
を
持
つ
助
動
詞
を
探
し
、
本
文
の

ど
の
位
置
に
表
れ
る
か
、
確
認
さ
せ
る
。
知
技
⑴
ア
・
⑵
エ
主
態

↓
「
言
語
活
動
」
１

❷
「
五
人
の
貴
公
子
の
求
婚
」
に
つ
い
て
概
略
を
聞
き
、
物
語
の
全
体
像

を
つ
か
む
。

❶「
け
り
」「
た
り
」「
ぬ
」「
つ
」
の
四
つ
の
助
動
詞
ご
と
に
、
ど
の
よ
う
な

文
脈
の
中
に
現
れ
る
か
を
確
認
さ
せ
、
助
動
詞
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
さ
せ
る
。

　【
評
価
】
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。
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⒏
時
間
の
経
過
や
地
域
の
文
化
的
特
徴
な
ど
に
よ
る
文
字
や
言
葉
の
変
化

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
古
典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏
進
ん
で
文
語
助
詞
の
種
類
と
用
法
を
理
解
し
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
、

本
文
中
か
ら
過
去
や
完
了
の
意
味
を
持
つ
助
動
詞
を
探
し
、
本
文
の
ど
の

位
置
に
現
れ
る
か
を
確
認
し
て
、
物
語
の
構
造
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る

か
、
分
析
す
る
。

❷
次
の
「
か
ぐ
や
姫
の
嘆
き
」
を
読
解
す
る
う
え
で
も
参
考
に
な
る
の
で
、

生
徒
の
興
味
を
引
く
よ
う
に
、
概
略
を
説
明
す
る
。
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指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
四
六
ペ
ー
ジ

問
「
今
は
昔
、
竹
取
の
翁
と
い
ふ
者
あ
り
け
り
。」

（
２
行
目
）
に
つ
い
て
、

㍽１

現
代
語
訳
せ
よ
。

㍽２

「
今
」
と
は
「
竹
取
物
語
」
成
立
時
頃
の
こ
と
を

意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
何
時
代
の
こ
と
か

答
え
よ
。

答
㍽１
今
と
な
っ
て
は
昔
の
こ
と
だ
が
竹
取
の
翁
と
い

う
者
が
い
た
。
㍽２
平
安
時
代
（
前
期
）

問
「
竹
を
取
り
つ
つ
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
に
使
ひ
け

り
。」（
２
行
目
）
に
つ
い
て
、

㍽１

「
つ
つ
」
を
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。

㍽２

「
よ
ろ
づ
の
こ
と
に
使
ひ
け
り
。」
と
あ
る
が
、
例

え
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
に
「
竹
」
を
使
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
。

答
㍽１
動
作
の
反
復
を
表
す
接
続
助
詞
　
㍽２
ざ
る
、
籠

な
ど

問
「
造
と
な
む
い
ひ
け
る
。」（
３
行
目
）、「
竹
な
む

一
筋
あ
り
け
る
。」（
４
行
目
）
に
つ
い
て
、

㍽１

文
末
が
「
け
り
」
で
は
な
く
「
け
る
」
に
な
っ
て

い
る
理
由
を
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。

㍽２

前
問
㍽１
の
よ
う
に
、
結
び
（
文
末
）
を
連
体
形
に

変
え
る
働
き
を
持
つ
語
（
係
助
詞
）
を
「
な
む
」

以
外
に
三
つ
あ
げ
よ
。

答
㍽１
係
助
詞
「
な
む
」
が
上
に
あ
る
の
で
、
係
り
結

語
句
の
研
究

●
四
六
ペ
ー
ジ

2
竹
取
の
翁
と
い
ふ
者
　「『
竹
取
の
翁
』
と
（
世
人

が
）
い
う
者
」
の
意
。「
竹
取
の
翁
」
は
、
竹
の

採
取
加
工
を
生
業
と
す
る
老
人
。「
と
い
ふ
者
」

と
珍
し
い
存
在
を
紹
介
す
る
語
り
方
で
あ
る
。

2
ま
じ
り
て
　
分
け
入
っ
て
。「
野
山
に
ま
じ
り
」

の
例
と
し
て
、「
源
氏
物
語
」
椎
本
巻
に
「
今
は

ま
し
て
、
野
山
に
ま
じ
り
は
べ
ら
む
も
、
い
か
な

る
木
の
本
を
か
は
頼
む
べ
く
は
べ
ら
む
」
と
あ
る
。

2
竹
を
取
り
つ
つ
　
こ
こ
で
い
う
竹
は
、
真ま

竹だ
け

・
淡は

竹ち
く

な
ど
。

2
よ
ろ
づ
の
こ
と
　
籠
、
笊ざ
る

、
箒ほ
う
き、
簀す

の
子
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
竹ち
く

器き

の
製
作
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

3
を
ば
　
対
象
の
格
助
詞
「
を
」
に
、
強
調
の
係
助

詞
「
は
」
が
付
い
て
連
濁
し
た
連
語
。
単
に

「
を
」
と
言
う
よ
り
も
強
調
し
た
表
現
。

3
讃
岐
の
造
　「
讃
岐
」
が
氏
、「
造
」
は
後
の
箇
所

に
「
造
麻
呂
」
と
も
あ
る
翁
の
名
。「
讃
岐
」
は

大
和
の
国
広
瀬
郡
散さ

ぬ

吉き

郷
（
奈
良
県
北
葛
城
郡
河

合
町
）
の
「
散
吉
」
に
よ
る
か
。「
造
」
は
古
代

の
姓か
ば
ね
の
一
つ
だ
が
、
こ
こ
は
個
人
名
を
指
す
。

「
讃
岐
」
は
底
本
の
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」

は
「
さ
か
き
」
と
す
る
が
、
意
を
以
て
改
め
た
。

古
本
系
諸
本
・
古
活
字
本
は
「
さ
る
き
」、
群
書

類
従
本
は
「
さ
ぬ
き
」。「
か
／
る
／
ぬ
」
の
変
体

仮
名
の
類
似
に
よ
り
、
異
同
が
生
じ
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。

4
あ
や
し
が
り
て
　「
が
る
」
は
、
名
詞
や
形
容

詞
・
形
容
動
詞
の
語
幹
な
ど
に
付
い
て
「
…
の
よ

う
に
感
じ
る
、
…
の
よ
う
に
す
る
」
の
意
の
動
詞

を
作
る
接
尾
語
。

4
筒
の
中
光
り
た
り
　
文
末
が
「
け
り
」
か
ら
「
た

り
」
に
変
化
。
以
下
、
終
止
形
、「
た
り
」、「
ぬ
」

文
末
が
多
く
、「
け
り
」
は
少
な
い
。
物
語
世
界

の
現
在
が
叙
述
の
基
調
と
な
る
。

5
三
寸
ば
か
り
　「
三
」
は
、
こ
の
物
語
の
数
の
基

本
と
な
っ
て
い
る
。「
三
月
」（
四
七
・
２
）「
三

日
」（
四
七
・
12
）
な
ど
と
あ
る
。

5
う
つ
く
し
う
て
　
平
安
時
代
の
「
う
つ
く
し
」
は
、

①
（
幼
い
者
・
小
さ
い
物
な
ど
が
）
か
わ
い
ら
し

い
、
愛
ら
し
い
。
②
（
見
た
目
に
）
美
し
い
。
③

立
派
だ
（
②
③
を
認
め
な
い
説
も
あ
る
）。
こ
こ

は
最
も
基
本
的
な
①
の
意
。

5
言
ふ
や
う
　「
言
う
こ
と
に
は
」。「
や
う
」
は
形

式
名
詞
的
に
用
い
て
、
発
言
や
思
考
の
内
容
の
引

用
文
を
導
く
。「
言
ふ
や
う
、『
…
』
と
て
」
は
漢

文
訓
読
的
表
現
。

5
朝
ご
と
夕
ご
と
　
対
句
的
な
表
現
。「
ご
と
」
は
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び
の
法
則
に
よ
り
、
結
び
が
連
体
形
に
な
っ
て
い

る
。
㍽２
ぞ
・
か
・
や

問
「
そ
の
竹
の
中
に
」（
３
行
目
）
の
「
そ
の
」
と
は

何
を
指
し
て
い
る
か
。

答
翁
が
毎
日
取
っ
て
い
る
こ
と
。

補
だ
か
ら
こ
そ
翁
は
、
か
ぐ
や
姫
を
自
分
の
子
に
な

る
人
だ
、
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

問
「
あ
や
し
が
り
て
」（
４
行
目
）
に
つ
い
て
、「
あ

や
し
が
る
」
は
形
容
詞
「
あ
や
し
」
か
ら
派
生
し

た
動
詞
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
、
大
別
し
て

「
怪
し
」
と
「
賤
し
」
と
い
う
二
つ
の
表
記
に
よ

っ
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
の
意
味
は
ど

ち
ら
に
当
て
は
ま
る
か
。

答
怪
し

問
「
い
と
う
つ
く
し
う
て
ゐ
た
り
。」（
５
行
目
）
よ

り
、
現
代
語
と
形
は
同
じ
で
も
意
味
の
異
な
る
語

を
二
つ
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
今
と
昔
と
で
ど
の
よ

う
に
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
か
説
明
せ
よ
。

答
⒏
う
つ
く
し
う
…
（
今
）
き
れ
い
で
　（

昔
）
か

わ
い
ら
し
く
　
⒏
ゐ
…
（
今
）
存
在
し
て
　（

昔
）

す
わ
っ
て

問
「
う
つ
く
し
う
」
と
い
う
表
現
は
「
う
つ
く
し
く
」

か
ら
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
音

の
変
化
を
何
と
言
う
か
。

答（

ウ
）
音
便

問
第
一
段
落
で
は
、
か
ぐ
や
姫
は
ど
の
よ
う
に
形
容

さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
成
長
後
の
形
容
は
ど
の

「
…
の
た
び
に
、
…
の
全
て
に
」
の
意
の
接
尾
語
。

6
お
は
す
る
　
竹
の
中
に
い
た
人
を
、
翁
は
神
聖
な

存
在
だ
と
思
っ
て
敬
語
を
使
う
。
下
の
「
子
に
な

り
給
ふ
べ
き
人
」
の
「
給
ふ
」
も
同
じ
。
天
か
ら

自
分
に
授
け
ら
れ
た
人
、
と
い
う
意
識
が
敬
語
で

表
現
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

6
知
り
ぬ
　「
知
る
」
の
内
容
は
「
子
に
な
り
給
ふ

べ
き
人
」
で
あ
り
、
倒
置
し
た
表
現
で
あ
る
。

6
子
に
な
り
給
ふ
べ
き
人
　「
籠こ

㉔
子
」
を
掛
詞
的

に
重
ね
た
洒
落
。
後
文
に
「
籠こ

に
入
れ
て
」（
四

六
・
８
）
と
あ
る
よ
う
に
、
竹
か
ご
を
「
籠こ

」
と

言
っ
た
。（
竹
の
中
に
い
た
の
だ
か
ら
）
竹
が
籠こ

に
な
る
よ
う
に
、
わ
が
子
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
人
。

6
な
め
り
　
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
体
形
に

推
定
の
助
動
詞
「
め
り
」
が
付
い
た
「
な
る
め

り
」
が
撥
音
便
化
し
た
「
な
ん
め
り
」
の
「
ん
」

を
表
記
し
な
い
形
。
普
通
「
ん
」
を
補
っ
て
「
な

ん
め
り
」
と
読
む
。「
め
り
」
は
竹
の
中
に
い
る

と
い
う
視
覚
的
状
況
に
基
づ
く
推
定
。

7
手
に
う
ち
入
れ
て
　「
う
ち
」
は
、
動
作
に
「
ひ

ょ
い
と
、
ち
ょ
っ
と
、
さ
っ
と
、
す
っ
か
り
」
な

ど
の
感
じ
を
添
え
る
接
頭
語
。
竹
の
中
に
い
た
人

が
、
小
さ
く
て
軽
い
こ
と
が
分
か
る
。

7
妻
の
嫗
　「
嫗
」
は
「
翁
」
の
対
。

7
預
け
て
養
は
す
　「
任
せ
て
養
育
さ
せ
る
」。「
預

く
」
は
「
世
話
・
管
理
を
人
に
任
せ
る
」
の
意
。

こ
こ
で
は
食
事
や
衣
服
の
世
話
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
。「
養
は
す
」
は
助
動
詞
「
す
」
が
未
然
形
に

接
続
す
る
こ
と
が
分
か
り
や
す
い
例
。

8
幼
け
れ
ば
　「
幼
し
」
の
「
幼
少
だ
、
未
熟
だ
」

の
意
か
ら
、
か
ぐ
や
姫
の
背
丈
を
い
う
と
す
る
通

説
に
従
う
が
、
一
説
に
、「（
翁
た
ち
の
）
思
慮
が

足
り
な
い
の
で
」
の
解
も
あ
る
（
上
坂
信
男
「
竹

取
物
語
全
評
釈
」）。

8
籠
に
入
れ
て
　「
籠
」
は
「
和わ

名
み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う

抄し
ょ
う」
器き

皿べ
い

部
・
竹
器
類
に
「
籠
（
略
）〈
和
名
古
（
略
）〉
竹

器
也
」
と
あ
る
。

9
竹
取
の
翁
、
竹
を
取
る
に
、
こ
の
子
を
見
つ
け
て

の
ち
に
竹
取
る
に
　「
た
け
㉔
と
」
の
音
が
繰
り

返
さ
れ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
。
口
承
の
語
り
を
模
し
た

表
現
。

9
節
を
隔
て
て
よ
ご
と
に
　「
よ
」
は
竹
の
節
と
節

と
の
間
の
空
洞
部
分
。
先
出
の
「
筒
」（
四
六
・

４
）
は
外
側
か
ら
捉
え
た
表
現
。
竹
に
関
す
る
記

述
が
詳
細
で
あ
る
。「
和
名
類
聚
抄
」
草
木
部
・

竹
具
に
「〈
両
節
之
間
俗
云
与
〉」
と
あ
る
。

10
黄
金
　
金
塊
と
考
え
て
も
よ
い
が
、
砂
金
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。
大
判
小
判
で
は
な
い
。

10
豊
か
に
な
り
ゆ
く
　「
ゆ
く
」
は
動
作
が
次
第
に

進
行
、
ま
た
は
継
続
す
る
意
を
添
え
る
補
助
動
詞
。
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よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
。

答
最
初
は
「
う
つ
く
し
」（
か
わ
い
ら
し
い
）
と
表

現
さ
れ
て
い
る
が
、
成
長
後
は
「
け
う
ら
な
り
」

（
清
ら
か
で
美
し
い
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

補
「
け
う
ら
な
り
」
は
最
高
の
美
し
さ
を
い
い
、
輝

く
よ
う
な
美
し
さ
を
表
す
。
小
さ
い
と
き
か
ら
、

大
人
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
か
ぐ
や
姫
の
神
々

し
い
美
し
さ
が
際
だ
っ
て
く
る
様
子
が
分
か
る
。

問
「
ゐ
た
り
」（
５
行
目
）
と
あ
る
が
、
現
代
語
の

「
い
る
」
と
古
語
の
「
ゐ
る
」
の
意
味
の
違
い
を

答
え
よ
。

答
現
代
語
「
い
る
」
は
人
や
動
物
の
存
在
を
表
す
が
、

古
語
「
ゐ
る
」
は
「
座
る
」
の
意
が
原
義
。

補
生
徒
は
違
い
を
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
、
注
意
し
た
い
。

問
「
手
に
う
ち
入
れ
て
」（
７
行
目
）
と
い
う
翁
の
行

動
か
ら
ど
の
よ
う
な
様
子
が
分
か
る
か
。

答
手
の
平
で
そ
っ
と
包
み
込
む
よ
う
に
す
る
様
子
。

か
ぐ
や
姫
が
抱
け
な
い
ほ
ど
小
さ
い
感
じ
。
翁
が

か
ぐ
や
姫
を
手
の
中
に
そ
っ
と
包
み
込
む
よ
う
に

し
て
、
大
切
に
持
っ
て
帰
る
様
が
想
像
で
き
る
。

問
出
生
が
不
可
思
議
な
も
の
に
対
し
て
、
畏
敬
の
念

を
示
す
と
い
う
当
時
の
考
え
方
が
う
か
が
わ
れ
る

語
（
敬
語
）
を
四
六
ペ
ー
ジ
よ
り
二
つ
抜
き
出
せ
。

答
お
は
す
る
　
給
ふ

問
「
わ
が
朝
ご
と
夕
ご
と
に
…
人
な
め
り
。」（
５
行

目
）
に
つ
い
て
、

●
四
七
ペ
ー
ジ

1
す
く
す
く
と
大
き
に
な
り
ま
さ
る
　
成
長
の
速
い

さ
ま
を
言
う
。
竹
の
生
長
の
速
や
か
さ
が
連
想
さ

れ
、
か
ぐ
や
姫
に
竹
の
精
と
し
て
の
印
象
が
加
わ

る
。「
す
く
す
く
」
は
ま
っ
す
ぐ
の
意
の
「
直す

ぐ
」

を
重
ね
た
表
現
。「
う
つ
ほ
物
語
」
俊
蔭
巻
に

「
こ
の
子
は
す
く
す
く
と
引
き
の
ぶ
る
物
の
や
う

に
大
き
に
な
り
ぬ
。」
の
例
が
あ
る
。

2
よ
き
ほ
ど
な
る
人
　
一
人
前
の
大
き
さ
の
人
。

「
大
和
物
語
」
一
七
三
段
に
「
た
け
だ
ち
い
と
よ

き
ほ
ど
な
る
人
」
と
、
背
丈
の
高
さ
を
い
う
例
が

あ
る
。

3
髪
上
げ
　
垂
ら
し
て
い
た
髪
を
結
い
上
げ
る
こ
と
。

女
子
の
成
人
儀
礼
。
通
常
十
二
〜
十
四
歳
頃
に
行

う
。
ふ
だ
ん
長
い
髪
を
垂
ら
し
て
い
る
平
安
時
代

の
貴
族
女
性
も
、
儀
式
の
際
に
は
髪
を
「
上
げ
」

た
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
髪
型
は
不
明
。
必

要
に
応
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
「
大
垂
髪

お
す
べ
ら
か
し

」

の
語
を
検
索
し
た
り
、
小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
編

「
王
朝
文
学
文
化
歴
史
大
事
典
」（
笠
間
書
院
、
平

二
十
三
）
の
「
通
過
儀
礼
」
の
項
な
ど
を
参
照
し

た
り
す
る
よ
う
指
導
し
て
も
よ
い
。

3
さ
う
し
て
　
諸
説
あ
る
が
、「
さ
う
す
」
を
「
さ

ま
ざ
ま
に
準
備
す
る
、
手
配
す
る
」
の
意
と
解
す

る
通
説
に
従
う
。
日
常
の
世
話
を
嫗
に
任
せ
た
翁

も
、
儀
礼
的
行
事
の
準
備
に
は
奔
走
す
る
。

4
裳
着
す
　「
裳
」
は
、
腰
の
後
ろ
を
覆
う
装
飾
的

な
衣
。
女
性
の
正
装
に
用
い
た
。
初
め
て
裳
を
着

用
す
る
こ
と
が
髪
上
げ
と
と
も
に
女
子
の
成
人
儀

礼
と
な
っ
て
い
て
、「
裳も

着ぎ

」
と
い
う
。
裳
着
は
、

結
婚
を
念
頭
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
髪

上
げ
・
裳
着
の
実
施
は
、
翁
が
か
ぐ
や
姫
を
貴
族

の
姫
君
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
そ

う
す
る
財
力
を
す
で
に
蓄
え
て
い
た
と
読
め
る
。

4
帳
　
遮
蔽
具
の
布
。
具
体
的
に
は
几
帳
な
ど
。
一

説
に
帳ち
ょ
う

台だ
い

（
浜は
ま

床ゆ
か

と
い
う
台
座
の
上
に
畳
を
敷

き
、
四
方
に
帳
を
垂
ら
し
た
貴
人
の
座
所
）。

4
い
つ
き
養
ふ
　「
い
つ
（
斎
）
く
」
は
「
神
な
ど

の
霊
威
を
畏
れ
敬
い
、
身
を
潔
斎
し
て
祀
り
仕
え

る
」
が
原
義
。
こ
こ
は
神
を
敬
う
よ
う
に
大
切
に

か
し
ず
く
こ
と
。
翁
は
姫
を
見
つ
け
た
と
き
に
も
、

神
聖
な
子
と
信
じ
、「
お
は
す
」「
給
ふ
」
と
敬
語

を
使
っ
て
い
た
が
、
美
し
く
成
長
し
た
姫
を
ま
す

ま
す
大
切
に
す
る
の
で
あ
る
。

5
か
た
ち
　
平
安
時
代
に
は
、
人
に
つ
い
て
用
い
ら

れ
る
場
合
、
顔
だ
ち
・
容
貌
を
指
す
こ
と
が
多
い
。

「
ま
み
、
口
つ
き
、
い
と
愛
敬
づ
き
、
は
な
や
か

な
る
か
た
ち
な
り
」（「
源
氏
物
語
」
空
蟬
巻
）
な

ど
の
例
が
あ
る
。

5
け
う
ら
な
る
　「
け
う
ら
な
り
」（「
キ
ョ
ー
ラ
ナ
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㍽１

「
知
り
ぬ
」
と
は
、
何
に
よ
っ
て
、
何
を
知
っ
た

の
か
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

㍽２

こ
の
部
分
に
は
、
一
種
の
言
葉
遊
び
と
も
言
え
る

洒
落
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ど
う
い
う
点
か
、
具
体

的
に
説
明
せ
よ
。

答
㍽１
自
分
の
仕
事
と
縁
の
あ
る
竹
の
中
か
ら
見
つ
け

た
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
寸
ば
か
り
の
美
し

い
人
が
「
子
に
な
り
給
ふ
べ
き
人
」
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。
㍽２「
子こ

」
を
「
籠こ

」
と
の
掛
詞
と
し

て
使
っ
て
い
る
点
。

問
か
ぐ
や
姫
の
小
さ
い
姿
を
印
象
づ
け
る
表
現
を
、

第
一
段
落
よ
り
二
箇
所
抜
き
出
せ
（「
三
寸
ば
か

り
な
る
人
」
を
除
く
）。

答
⒏
手
に
う
ち
入
れ
て
、
家
へ
持
ち
て
来
ぬ
。

⒏
い
と
幼
け
れ
ば
、
籠
に
入
れ
て
養
ふ
。

問
「
よ
ご
と
に
、
黄
金
あ
る
竹
を
見
つ
く
る
こ
と
重

な
り
ぬ
。」（
９
行
目）

と
あ
る
が
、
こ
の
結
果
、

翁
の
境
遇
は
ど
う
な
っ
た
か
、
本
文
中
よ
り
適
切

な
語
句
（
五
字
）
を
抜
き
出
せ
。

答
勢
ひ
猛
の
者

●
四
七
ペ
ー
ジ

問
「
す
く
す
く
と
大
き
に
な
り
ま
さ
る
。」（
１
行
目
）

と
は
、
ど
の
よ
う
な
様
子
を
表
現
し
て
い
る
か
。

答
竹
の
生
長
の
速
さ
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
重
ね
て
い

て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
く
様
子
。

補
た
と
え
ば
、
真
竹
は
一
日
に
一
メ
ー
ト
ル
も
伸
び

る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
生
長
の
仕
組
み
は
い
ま
だ

に
科
学
的
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
と

い
う
。
こ
の
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
に
生
長
し
、
緑
が

続
く
竹
は
、
神
の
依よ

り

代し
ろ

と
な
る
神
聖
な
も
の
と
し

て
、
古
来
よ
り
神
事
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

か
ぐ
や
姫
は
そ
の
竹
の
申
し
子
の
よ
う
に
表
現
さ

れ
て
い
る
。

問
「
よ
き
ほ
ど
な
る
人
」（
２
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ

う
な
人
か
。

答
成
人
し
た
一
人
前
の
女
性
。
結
婚
で
き
る
ぐ
ら
い

の
年
齢
の
女
性
。
髪
上
げ
や
裳
着
の
儀
式
を
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
年
頃
・
背
丈
の
人
。

問
当
時
の
女
子
の
成
人
儀
式
を
二
つ
、
四
七
ペ
ー
ジ

よ
り
あ
げ
よ
。

答
髪
上
げ
　
裳
着
す

問

㍽Ａ「
帳
の
う
ち
よ
り
も
出
だ
さ
ず
、
い
つ
き
養

ふ
。」（
４
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
育
て
方
な

の
か
、
説
明
せ
よ
。

㍽Ｂ
翁
と
嫗
が
、
か
ぐ
や
姫
を
異
常
な
ほ
ど
に
保
護

し
て
大
切
に
養
育
し
た
こ
と
を
示
す
一
文
を
、
本

文
中
よ
り
抜
き
出
せ
。

答
㍽Ａ
高
貴
な
家
の
姫
君
の
よ
う
に
、
身
内
以
外
の
目

に
触
れ
な
い
よ
う
に
育
て
る
（
外
の
風
に
全
然
触

れ
さ
せ
な
い
ほ
ど
に
保
護
し
て
、
大
切
に
養
育
す

る
）。
㍽Ｂ
帳
の
う
ち
よ
り
も
出
だ
さ
ず
、
い
つ
き

養
ふ
。

問
「
屋
の
う
ち
は
暗
き
所
な
く
光
満
ち
た
り
。」（
四

七
・
５
）
と
い
う
表
現
の
効
果
と
し
て
適
切
な
も

リ
」
と
読
む
）
は
「
き
よ
ら
な
り
」
の
転
と
す
る

説
に
従
う
。「
清
ら
か
で
美
し
い
」
の
意
。
最
高

の
美
し
さ
を
形
容
す
る
。

6
心
地
悪
し
く
　「
気
分
が
悪
く
」。
次
に
「
腹
立
た

し
き
こ
と
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
は
身
体
的
な
病

を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

8
腹
立
た
し
き
こ
と
も
慰
み
け
り
　
自
動
詞
の
「
慰

む
」（
マ
行
四
段
）
は
「
心
が
晴
れ
る
、
心
が
静

ま
る
、
な
ご
む
」
の
意
。

9
猛
　「
猛
な
り
」
は
盛
ん
な
さ
ま
、
壮
麗
な
さ
ま

な
ど
を
表
す
語
。
荒
々
し
い
の
意
は
な
い
。

11
御
室
戸
斎
部
の
秋
田
　「
御
室
戸
」
は
地
名
。
山

城
の
国
宇
治
郡
の
地
名
と
も
、
大
和
の
国
磯
城
郡

の
三
輪
山
を
指
す
と
も
い
う
。「
斎
部
」（「
忌
部
」

と
も
）
は
朝
廷
の
神
事
を
掌
っ
た
氏
族
の
名
。
一

方
、
竹
は
、
生
長
の
速
さ
が
霊
威
を
感
じ
さ
せ
、

稈か
ん

が
中
空
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
霊
の
依
代
に
適

し
た
植
物
と
考
え
ら
れ
、
神
事
に
用
い
ら
れ
た
。

竹
取
の
翁
は
、
神
事
を
介
し
て
斎
部
氏
と
関
わ
る

人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
名

の
「
秋
田
」
は
五
穀
の
稔
り
を
連
想
さ
せ
る
。

12
な
よ
竹
の
か
ぐ
や
姫
　
し
な
や
か
で
光
り
輝
く
女

性
の
意
を
込
め
た
名
。
姫
の
出
生
の
経
緯
を
踏
ま

え
よ
い
意
味
の
言
葉
を
選
ん
だ
。「
な
よ
竹
」
は

「
細
く
し
な
や
か
な
竹
」。「
か
ぐ
」
は
火
の
神
、
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の
を
次
の
中
か
ら
二
つ
選
べ
。

ア
か
ぐ
や
姫
の
輝
く
ば
か
り
に
美
し
い
容
貌
を
賛

美
し
て
い
る
。

イ
老
夫
婦
が
裕
福
な
生
活
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を

暗
示
し
て
い
る
。

ウ
訪
問
客
の
多
い
華
や
か
な
生
活
ぶ
り
を
強
調
し

て
い
る
。

エ
か
ぐ
や
姫
が
光
り
輝
く
別
世
界
の
人
で
あ
る
こ

と
を
暗
示
し
て
い
る
。

答
ア
・
エ

問
◉
竹
取
の
翁
が
「
勢
ひ
猛
の
者
」（
９
行
目
）
に

な
っ
た
の
は
、
な
ぜ
か
。

答
か
ぐ
や
姫
を
見
つ
け
て
か
ら
竹
を
取
る
と
、
節
と

節
の
間
に
黄
金
が
つ
ま
っ
た
竹
が
見
つ
か
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
。

問
竹
取
の
翁
が
「
勢
ひ
猛
の
者
」
に
な
っ
た
こ
と
を

裏
付
け
る
具
体
的
な
事
柄
を
三
つ
あ
げ
よ
。

答
①
成
人
式
を
盛
大
に
行
っ
た
。
②
名
付
け
親
を
わ

ざ
わ
ざ
決
め
て
命
名
式
を
し
た
。
③
三
日
間
も
盛

大
な
祝
宴
を
催
し
、
男
た
ち
を
多
数
招
待
し
た
。

問
次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
を
答
え
よ
。

㍽１

「
付
け
さ
す
。」（
11
行
目
）

㍽２

「
付
け
つ
。」（
12
行
目
）

答
㍽１
使
役
　
㍽２
完
了

問
「
い
と
か
し
こ
く
遊
ぶ
。」（
14
行
目
）
に
つ
い
て
、

「
か
し
こ
し
」
の
こ
こ
で
の
意
味
を
答
え
よ
。

答
盛
大
に

問
「
世
界
の
を
の
こ
、
…
め
で
て
惑
ふ
。」（
14
行
目
）

に
つ
い
て
、

㍽１

［易］
対
句
表
現
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
抜
き
出
せ
。

㍽２

［易］「
あ
て
な
る
も
い
や
し
き
も
」
に
適
切
な
漢
字

を
当
て
、
現
代
語
訳
せ
よ
。

㍽３

［中］「
音
」
を
現
代
語
（
五
字
以
内
）
に
訳
せ
。

㍽４

［易］「
惑
ふ
」
の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
適
切
な
も

の
を
次
の
中
か
ら
選
べ
。

ア
困
惑
す
る
　
イ
心
を
乱
す
　
ウ
う
ろ
た
え
る

答
㍽１
⒏
あ
て
な
る
も
い
や
し
き
も
　
⒏
得
て
し
が
な
、

見
て
し
が
な
　
㍽２
貴
な
る
も
卑
（
賤
）
し
き
も
　

現
代
語
訳
＝
身
分
の
高
い
者
も
低
い
者
も
　
㍽３
う

わ
さ
　
㍽４
イ

問
か
ぐ
や
姫
が
普
通
の
人
間
で
は
な
く
、
神
秘
的
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
次
の
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

二
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

⑴
出
生
時
の
様
子
　
⑵
養
育
者
の
生
活
変
化
　
⑶

成
長
過
程
　
⑷
日
常
の
生
活

答
⑴
三
寸
く
ら
い
の
非
常
に
小
さ
い
人
で
あ
っ
た
。

⑵
黄
金
入
り
の
竹
を
見
つ
け
、
裕
福
に
な
っ
た
。

⑶
三
か
月
ほ
ど
で
一
人
前
の
大
き
さ
に
成
長
し
た
。

⑷
家
の
中
は
光
り
輝
き
、
翁
の
心
を
和
ら
げ
た
。

問
竹
取
物
語
の
よ
う
に
神
秘
的
な
要
素
を
含
む
物
語

の
こ
と
を
、
一
般
的
に
何
と
言
う
か
、
次
の
中
か

ら
正
し
い
も
の
を
選
び
な
さ
い
。

ア
歴
史
物
語
　
イ
歌
物
語
　
ウ
伝
奇
物
語
　
エ
怪

奇
談

妬か

具ぐ

土つ
ち

の
「
か
ぐ
」
に
同
じ
。「
か
ぎ
ろ
ひ
」（
曙

光
）「
か
が
よ
ふ
」（
揺
れ
な
が
ら
光
る
）
の
「
か

ぎ
」「
か
が
」
と
同
根
で
、「
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
」

の
意
（「
輝
く
」
は
近
世
初
期
ま
で
カ
カ
ヤ
ク
と

清
音
な
の
で
、
語
源
は
別
と
さ
れ
る
）。「
や
」
は

「
木こ

の
花
の
咲
く
や
姫
」
の
「
や
」
と
同
じ
く
詠

嘆
で
あ
ろ
う
。「
古
事
記
」
中
巻
に
は
垂
仁
天
皇

の
妃
に
妬か

具ぐ

夜や

比ひ

売め
の

命み
こ
との
名
が
見
え
る
。

12
う
ち
あ
げ
遊
ぶ
　「
う
ち
あ
ぐ
」
は
、
手
を
打
っ

て
歌
い
騒
ぐ
こ
と
か
ら
転
じ
て
「
宴
会
を
催
す
」

の
意
。「
遊
ぶ
」
は
、
祭
り
や
宴
、
あ
る
い
は
狩

り
や
野
遊
び
な
ど
の
非
日
常
的
な
時
間
の
中
で
、

神
霊
と
交
感
し
、
魂
を
賦
活
す
る
こ
と
が
原
義
で

あ
り
、
特
に
歌
舞
管
弦
な
ど
を
奏
す
る
こ
と
に
用

い
ら
れ
た
。

13
う
け
き
ら
は
ず
　「
誰
で
も
構
わ
ず
」。
受
け
入
れ

る
こ
と
を
嫌
が
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。

14
か
し
こ
く
　
形
容
詞
「
か
し
こ
し
」
は
連
用
形
が

副
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
と
「
た
い
そ
う
、
ひ
ど
く
、

盛
大
に
」
な
ど
の
意
に
な
る
。

14
世
界
　「
こ
の
世
、
世
の
中
、
地
方
、
あ
た
り
、

別
世
界
」
な
ど
の
意
。
元
来
は
仏
教
語
。

14
あ
て
な
る
も
い
や
し
き
も
　
対
句
的
表
現
。
形
容

動
詞
「
あ
て
な
り
」
は
①
高
貴
だ
、
身
分
が
高
い
。

②
上
品
だ
、
優
雅
だ
の
意
。
こ
こ
で
は
①
。「
あ
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答
ウ

問
竹
取
の
翁
の
か
ぐ
や
姫
に
対
す
る
愛
情
が
う
か
が

わ
れ
る
箇
所
を
現
代
語
で
三
点
に
ま
と
め
て
答
え

な
さ
い
。

答
①
大
切
に
家
に
持
ち
帰
っ
て
、
心
を
こ
め
て
育
て

た
。
②
成
人
式
を
し
て
、
家
の
中
か
ら
出
さ
ず
に

大
切
に
育
て
た
。
③
名
を
付
け
さ
せ
て
、
そ
れ
を

祝
う
宴
を
開
い
た
。

て
な
る
」「
い
や
し
き
」
は
と
も
に
「
者
」
を
補

っ
て
解
す
る
。

15
い
か
で
　
願
望
の
終
助
詞
「
て
し
が
な
」
と
呼
応

し
て
「
何
と
か
し
て
」。
副
詞
の
呼
応
に
つ
い
て

は
「
古
文
を
読
む
た
め
に
５
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

15
得
て
し
が
な
、
見
て
し
が
な
　
対
句
的
並
列
表
現
。

親
兄
弟
で
も
な
い
男
性
が
、
深
窓
の
姫
に
会
う
こ

と
は
、
実
質
的
に
結
婚
を
指
す
の
で
、「
得
て
…

見
て
…
」
は
同
内
容
の
反
復
で
あ
る
。「
て
し
が

な
」
は
、
本
来
、
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
の
連
用

形
゛
自
己
の
願
望
の
終
助
詞
「
し
が
」（
上
代
で

は
清
音
「
し
か
」）
゛
詠
嘆
の
終
助
詞
「
な
」
で

あ
る
が
、
一
語
化
し
て
終
助
詞
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

15
音
に
聞
き
　
姫
に
会
え
な
い
男
た
ち
は
、
う
わ
さ

を
聞
い
て
、
心
を
と
き
め
か
せ
る
。

15
め
で
て
惑
ふ
　「
恋
い
慕
っ
て
心
が
乱
れ
る
。」

「
め
づ
」
は
、
対
象
に
心
ひ
か
れ
て
感
嘆
し
た
り
、

愛
し
た
り
す
る
こ
と
を
表
す
語
。
派
生
語
に
「
め

で
た
し
」「
め
づ
ら
し
」
が
あ
る
。
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鑑
賞

　「
竹
取
物
語
」
は
、「
今
は
昔
、
…
あ
り
け
り
。」
と
、
説
話
や
物
語
の
冒

頭
の
常
套
表
現
で
始
ま
り
、
世
の
中
に
か
つ
て
あ
っ
た
（
と
い
う
建
前
の
）

珍
し
い
出
来
事
を
語
る
物
語
の
世
界
へ
と
読
者
を
誘
う
。

　
か
ぐ
や
姫
が
竹
取
の
翁
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
養
女
と
な
っ
て
成
長
す
る
過

程
は
、
天
人
女
房
譚
や
小
さ
子
譚
、
致
富
長
者
譚
と
い
っ
た
複
数
の
物
語
の

型
を
組
み
合
わ
せ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
各
々
が
一
編
の
昔
話
に
な
る
不
思

議
な
話
を
い
く
つ
も
集
め
て
凝
縮
し
、
虚
構
と
し
て
の
「
竹
取
物
語
」
の
世

界
が
切
り
拓
か
れ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
「
竹
取
の
翁
」
も
、「
万
葉
集
」
巻
十
六
に
は
、
丘
の
上
で
九

人
の
仙
女
に
会
っ
て
和
歌
を
詠
み
か
わ
す
人
物
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
不
思
議
な
出
来
事
に
遭
遇
す
る
人
間
側
の
主
人
公
と
し
て
意
図
的
に
選

ば
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
物
語
に
明
確
に
描
か
れ
て
は
い
な
い
が
、

翁
・
嫗
に
は
子
供
が
な
く
、
姫
を
神
か
ら
の
授
か
り
物
と
受
け
と
め
た
よ
う

に
読
め
る
。
物
語
全
篇
に
あ
ふ
れ
る
翁
の
姫
へ
の
愛
情
の
源
泉
を
、
こ
の
点

に
求
め
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
物
語
冒
頭
部
に
お
い
て
、
不
思
議
な
出
来
事
を
感
覚
的
に
作
り
出
し
て
い

る
要
素
が
「
光
」
で
あ
る
。
光
る
竹
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
九
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
か
ぐ
や
姫
が
い
た
。
神
秘
の
存
在
は
光
と
と
も
に
出
現
す
る
。

出
現
の
際
、
光
に
包
ま
れ
て
い
た
か
ぐ
や
姫
は
、
成
長
す
る
と
「
屋
の
う
ち

は
暗
き
所
な
く
光
満
ち
た
り
」
と
光
り
輝
く
。
現
代
で
も
、
す
ば
ら
し
い
人

を
評
し
て
輝
い
て
い
る
と
い
う
。
言
葉
の
虚
構
に
よ
っ
て
、
比
喩
的
な
想
像

を
現
実
と
し
て
語
る
の
で
あ
る
。
光
の
形
容
は
、「
う
つ
ほ
物
語
」
の
俊
蔭

の
娘
や
仲
忠
、「
源
氏
物
語
」
の
光
源
氏
に
受
け
継
が
れ
る
。
仏
教
の
仏
・

菩
薩
も
光
を
放
つ
。
電
気
に
よ
る
照
明
器
具
が
発
達
し
た
現
代
か
ら
は
想
像

し
が
た
い
価
値
が
、
光
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
光
る
か
ぐ
や
姫
は
、
翁
の
心

身
を
癒
し
た
。
医
療
技
術
に
乏
し
い
時
代
、
病
を
治
癒
す
る
力
に
も
特
別
な

価
値
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　
物
語
の
か
ぐ
や
姫
を
貴
族
社
会
へ
と
結
び
つ
け
る
の
が
、
姫
の
成
人
儀
礼

で
あ
る
。
髪
上
げ
や
裳
着
、
命
名
式
を
経
て
祝
宴
を
開
く
こ
と
に
よ
り
、
か

ぐ
や
姫
の
存
在
は
世
間
に
知
ら
れ
、
求
婚
譚
へ
展
開
す
る
。
姫
に
貴
族
女
性

の
成
人
儀
礼
を
行
う
こ
と
は
、
翁
の
愛
情
ゆ
え
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
可
能

に
す
る
財
力
を
竹
の
中
の
黄
金
が
も
た
ら
し
た
。
物
語
は
巧
み
に
構
成
さ
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
平
安
時
代
中
期
に
は
貴
族
女
性
の
髪
型
は
垂

髪
を
基
本
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
髪
上
げ
」
が
儀
礼
と
し
て
残

っ
て
い
る
こ
と
を
、
現
代
の
成
人
式
の
装
い
と
比
べ
て
み
る
の
も
興
味
深
い

で
あ
ろ
う
。

　
物
語
の
文
体
に
も
目
を
向
け
よ
う
。「
竹
取
の
翁
、
竹
を
取
る
に
、
こ
の

子
を
見
つ
け
て
の
ち
に
竹
取
る
に
」
と
、
口
承
の
語
り
口
を
思
わ
せ
る
反
復

が
見
ら
れ
る
一
方
、「
翁
、
言
ふ
や
う
、『
…
』
と
て
」
と
い
う
漢
文
訓
読
的

表
現
が
あ
り
、
両
者
の
複
合
が
作
者
の
文
体
を
作
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

漢
詩
文
の
影
響
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、「
朝
ご
と
夕
ご
と
」、「
あ
て
な
る

も
い
や
し
き
も
」、「
得
て
し
が
な
、
見
て
し
が
な
」
と
い
っ
た
対
句
的
な
表

現
も
注
意
さ
れ
る
。
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